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論文内容の要旨

三次元球面 S3 内に埋め込まれた，互いに交わらない SI のことを絡み日といい L とかくことにする O また，その外

部 E(L) を E(L)= cl (S3 -N(L) )で定義する O 但し ， N(・)は正則近傍を， cl は閉包を表わす。特に ， L が一つの成分

からなるとき，その L を結び目という。 R が L のザイフェル卜膜であるとは ， R が閉じた成分を持たない向き付けら

れた曲面で， θ R=L となるときいう。また， cl (E(L) -R X [ 0 , 1]) を外部縫い目付き多様体といい ， (M, r) と

かく。この三次元多様体には， r=cl (�(L)-RX [0 , 1J) , R+(r)=Rx{l} , R-(r)=Rx{O} という構

造が入っている。

一方， Wがコンプレッションボディとは ， Wが(曲面)x[O ， lJ の(曲面) X { 1 }にいくつかの 1 ーハンドルを

接着させて得られるときいう。この 1:__ ハンドルの数を h(W) とかくことにする。

この論文では，ザイフェルト膜 R から得られる外部縫い目付き多様体 (M， r) にコンプレッションボディによる

へガード分解を適用し，そこから定義されるザイフェルト膜のハンドル数以R) に関する考察を行っている。 h(R)

の定義は次である。

定義: h(R) =min {h(W) I (W, W') は (M; R+, R-) のへガード分解}

このとき，次がわかる。

命題 :R がファイパー曲面である為の必要十分条件は ， h(R) = 0 となることである O

ここで，ザイフェルト膜がファイバー曲面であるとは ， E(L) が R をファイパーとする SI上のファイパーバンドル

になるときいう。よって この命題より，ハンドル数は与えられたザイフェルト膜がファイパー曲面からどの位離れ

ているかを表わすーっの尺度になっていることがわかる。このハンドル数について，自分自身の研究で，次のことが

わかっていた。

定理 :R をザイフェルト膜 R1 ， R2 を 4 村杉和して得られるザイフェルト膜とする。このとき ， h (R 1 ) + h (R 2 ) - 1 

三 h(R) 三 h(R1) + h(R2) が成立する O

この論文では，第一に，この定理の証明を精密化することで，定理の右の等号が成立する為の十分条件が述べられ

ている。すなわち，

定理: (M j , r j , Aj) を R j (i ニ 1 ， 2) のマークされた縫い目付き多様体とする。このとき ， M1 内に A1 を一辺とす

る積円板が存在するならば， h(R) =h(R1) +h(R2) が成立する。
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次に，この定理と他のいくつかの技術を用いることで， 10交点以下の素な結び目に対する圧縮不可能なザイフェル

ト膜のハンドル数を完全に決定している O 第三に，相異なるハンドル数をもっ 2 つの最小種数ザ、イフェルト膜をもっ

結び目が存在することが示されている O

以上がこの論文の要旨である O

論文審査の結果の要旨

本論文では，ザイフェルト膜のハンドル数という概念を導入し，その村杉和のもとでのある和公式を証明している。

この公式より，ストーリングスの定理が系として得られ，また， 10交点以下の素な結び目に対する圧縮不可能なザイ

フェルト膜のハンドル数を完全に決定した。これらは，ザイフェルト膜の研究に貢献するところ大であり，博士(理

学)の学位論文として十分価値あるものと認める。
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